
2017年

2月
vol.149

広報

表紙写真：愛南町成人式

 ― 特　集 ―

人生の節目 決意新たに　愛南町成人式
このイベントの様子は
愛媛CATVの動画でも
ご覧いただけます
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変
化
激
し
い
社
会

生
き
抜
け
る
人
に

　

式
典
で
司
会
を
務
め
た
新
成
人
の

德
田
彩あ

や

花か

さ
ん
（
広
見
）。
関
根
叶か

の

子こ

さ
ん
（
御
荘
平
城
）
と
一
緒
に
新

成
人
一
人
一
人
の
名
前
を
丁
寧
に
読

み
上
げ
ま
し
た
。

　

清
水
雅ま

さ

文ふ
み

町
長
は
「
自
身
の
大
き

な
夢
や
希
望
を
実
現
さ
せ
る
た
め
強

い
気
持
ち
で
挑
戦
し
続
け
て
い
た
だ

き
た
い
。
目
の
前
の
困
難
を
一
つ
ず

つ
乗
り
越
え
て
、
こ
の
変
化
の
激
し

い
社
会
を
生
き
抜
け
る
人
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
新
成
人
を

代
表
し
て
答
辞
を
述
べ
た
宮
本
翔し

ょ
う

吾ご

さ
ん
（
緑
甲
）
は
「
成
人
式
は
一
つ

の
節
目
。
こ
れ
か
ら
は
自
覚
を
持
っ

て
実
社
会
で
役
に
立
つ
力
を
つ
け
た

い
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
う
〜
み
さ
ん
に
よ
る

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
新
成

人
の
皆
さ
ん
の
新
し
い
門
出
を
歌
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
祝
福
し
ま
し
た
。

　

成
人
式
の
写
真
は
町
内
5
施
設
で

展
示
し
て
い
ま
す
。

左上／誓いの言葉を発表した松本茉
ま

子
こ

さん（御荘長月）。左中／
清水侑

ゆ

花
か

さん（中浦）。左下／井場木愛
あい

さん（御荘長月）。右上／
答辞を述べる宮本翔

しょう

吾
ご

さん。右下／新成人を代表して記念品を受
け取った清水瑠

りゅう

児
じ

さん（船越）と伊井穂
ほ

乃
の

佳
か

さん（家串）

人
生
の
節
目 

決
意
新
た
に

華やかな晴れ着姿で笑顔を見せる新成人

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
平
成
28
年
度
愛
南
町
成
人
式
が
行
わ
れ
、
対
象
者
2
4
0
人
中
1
8
1
人

（
男
性
95
人
、
女
性
86
人
）
の
新
成
人
が
参
加
し
て
人
生
の
節
目
に
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

新成人の名前を読み上げる德田彩
あや

花
か

さん（右）と関根叶
かの

子
こ

さん

町内5施設で成人式記念写真を展示しています。
御荘文化センター／内海公民館（DE・あ・い・
21）／城辺公民館（城の辺学習館）／一本松公
民館（一本松山村開発センター）／西海公民館
（西海町民会館）

写真展示情報
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御
荘
中
卒
業
生
等
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城
辺
中
卒
業
生
等
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一
本
松
中
・
篠
山
中
・
内
海
中
卒
業
生
等
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あ
ん
な
こ
と
や
、
こ
ん
な
こ
と 

― 

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
コ
ミ
ュ

　2月5日は、ニコニコで「笑顔の日」

らしい。笑う生き物は人間だけだと言

われているが、海の中には、いつも笑っ

ているように見える魚がいる。

　テンクロスジギンポがその一つで

ある。口角が上がっているためか、不

思議と笑っているように見える。10

㎝くらいの細長い体をしていて、サン

ゴに空いた穴の中に住んでいる。顔を

出したり引っ込めたりしながら周囲

の様子をうかがっているさまは、まる

でモグラたたきのようである。

　安全を確認すると穴から出てきて

食事をするが、その方法が変わってい

る。他の魚に近づいて、ヒレやウロコ

をかじりとってしまうのだ。そのため

に、このような口の形に進化したのだ

ろう。そう思うと、不敵な笑いにも見

えてしまう。

　なにはともあれ、眉間にしわを寄せ

ていることの多い私としては、テンク

ロスジギンポを見習い、いつも笑顔で

過ごしたいものである。

（撮影地 :鹿島） 

愛南サンゴを守る会 西尾知
ともてる

照

本日!海日和!!  vol.75
「ニコニコ笑顔」

テンクロスジギンポ

　第67回愛媛駅伝競走一本松 ― 宇和島大会（愛媛陸
上競技協会、愛媛新聞社主催）が開催され、愛南町と
宇和島市を結ぶ7区間、52.7㎞のコースを64チー
ムが駆け抜けました。
　選手は、午前10時に一本松を一斉にスタート。晴
天の下、懸命にたすきをつなぎました。
　町内では一部に出場した南宇和高校が3時間8分
13秒で18位、2部に出場した愛南体協が3時間18
分7秒で11位（高校を除く総合30位）となり、1月
29日に今治市 ― 松山市間（7区間、46.1㎞）で開催
される第13回駅伝選手権大会への出場を決めました。

12/

11 愛媛駅伝64チームが町内駆け抜ける

　岡沢クリニック（愛南町御荘平城）の岡澤朋
とも

子
こ

院長
が、医学研究や医療活動に活躍する女性を表彰する愛
媛県西予市の第5回「おイネ賞」で、愛媛県医師会が
推す地域奨励賞（県女性医師部門）に輝きました。
　おイネ賞は、シーボルトの娘で西予市宇和町卯之町
で医学を志した日本初の産科女医、楠本イネ（1827
～1903年）を顕彰して、
女性医師らの活躍推進を
図ろうと同市が2012年
から続けています。岡沢
院長は「おイネさんのよ
うに目の前にいる一人ひ
とりを私に与えられた大
切にするべき存在である
と信じて、小さな歩みを
笑顔で続けていきたいで
す」と喜びを語りました。

12/

4
岡沢クリニックの
岡澤院長が「おイネ賞」受賞
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12/

14
インドネシアからの技能実習生
18名が決意表明

　本町で漁船漁業に関する知識や技術を習得し、母国の産業発展に
役立てようと、インドネシアから18名の技能実習生が来町しまし
た。旧中浦小学校で行われた開講式では、一人ひとりが抱負を述べ、
研修への決意を表明しました。実習生は、2月末まで日本語や漁船漁業に関する基礎知識を学習した後、
3月からは受け入れ先となる各水産業者に別れて海洋実習を行います。地域で行われる行事にも参加する
など、地域住民の方との交流も行う予定です。

12/

19 地域ぐるみで防災意識を高めよう
　御荘中学校と南宇和高校生徒会、栄町地区が協力して御荘地区学
校地域合同防災訓練が行われました。これは、地域全体の防災・減
災意識を高めようと御荘中学校と南宇和高校の生徒会が企画したも
ので、栄町地区に呼びかけて今回、初めて実施されました。参加者は、
告知端末機から「大地震発生」の一報が伝えられると、最寄りの津
波一時避難場所に避難を開始、その後、避難所に指定されている南宇和高校に移動して、非常食器作りや
試食、災害伝言ダイヤルを実体験するなど防災学習を行いました。
　御荘中1年の高橋真

ま

衣
い

さんは「一次避難場所になっている日土峠への道は、普段通らない道なので、今
日の訓練で経験できてよかった」と話しました。

防災教育で学んだ紙食器の作り方を住民に教える御荘中の生徒

12/

21 ロケットについて学んだよ
　宇宙航空研究開発機構（JAXA）の職員や大学教授などが講師を
務める「宇宙一日出前講座」が城辺小学校であり、児童が宇宙やロ
ケット技術について学びました。これは2017年 6月に松山で開か
れる「宇宙技術および科学の国際シンポジウム」の実行委員会が、
宇宙の魅力を知ってもらおうと企画したもので、城辺小学校では、
東京大学大学院の小紫公

きみ

也
や

教授が「ロケット技術の現状と未来のロケットについて」講演しました。
　講演では、ロケット推進の原理や光の力で進む最新の電磁ビームロケットが紹介され、子どもたちは真
剣なまなざしで聞いていました。風藤壮

まさ

智
のり

くんは「先生が一生を懸けてがんばっている姿にとても感動し
ました。ロケットには新しい発想があるのですごいと思いました」と目を輝かせました。

12/

26 クリスマスに新鮮なお魚をプレゼント
　特別養護老人ホーム自在園に愛南漁協から新鮮な魚が届けられ
ました。これは愛南漁協魚類養殖部会がお年寄りらに美味しい地
元の魚を味わってもらおうと、クリスマスに合わせて毎年行って
いるもので、この日は鯛11尾とブリ2尾が漁協職員から自在園
の入所者へ手渡されました。入所者を代表してブリを受け取った入江緑

みどり

さんは「毎年、新鮮なお魚をいた
だいてありがたい。刺身にしていただけるということで楽しみにしています」と笑顔。魚類養殖部会では、
この日町内の福祉施設など7施設へ鯛57尾、ブリ9尾を届けました。



p8広報あいなん 2017.2

町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

平
成
28
年 

第
４
回
町
議
会
定
例
会

　

本
議
会
の
審
議
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
会
事
務
局
か
ら

12/
9～16【議案等表決結果一覧表】

議案番号 件            名 議決の結果

第75号議案

第76号議案

第77号議案

第78号議案

第79号議案

第80号議案

第81号議案

第82号議案

第83号議案

第84号議案

第85号議案

第86号議案

第87号議案

第88号議案

第89号議案

第90号議案

第91号議案

第92号議案

第93号議案

第94号議案

第95号議案

第96号議案

第97号議案

同意第7号

同意第8号

   ～ 9号

諮問第4号

請願第1号

愛南町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について

愛南町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例及び愛南町

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

愛南町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部改正について

愛南町福祉タクシー助成条例の一部改正について

愛南町指定地域密着サービス事業者の指定に関する基準並びに指定地域密着型サービス

の事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

愛南町指定地域密着型介護予防サービス事業者の指定に関する基準並びに指定地域密着型介

護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る

介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正について

愛南町廃棄物の適正処理及び清掃等に関する条例の一部改正について 

愛南町環境衛生センター条例の一部改正について

愛南町豊かな自然と調和のとれた再生可能エネルギー電気の発電の促進に

関する条例の制定について

愛南町漁船漁具保全施設条例の一部改正について

愛南町簡易水道事業の設置等に関する条例及び愛南町簡易水道事業給水条

例を廃止する等の条例の制定について

H28愛南地区漁港施設機能強化工事請負契約の変更について

H28船越漁港海岸保全施設整備工事請負契約の変更について

愛南町防災行政無線同報系デジタル化整備事業工事請負契約について 

平成28年度愛南町一般会計補正予算（第3号）について

平成28年度愛南町国民健康保険特別会計補正予算（第3号）について 

平成28年度愛南町介護保険特別会計補正予算（第2号）について

愛南町山出憩いの里温泉の指定管理者の指定について

愛南町ゆらり内海の指定管理者の指定について

愛南町御荘老人福祉センターの指定管理者の指定について

愛南町増田コミュニティセンターの指定管理者の指定について

愛南町中川コミュニティセンターの指定管理者の指定について

愛南町広見コミュニティセンターの指定管理者の指定について

愛南町副町長の選任について

愛南町教育委員会委員の任命について（2件）

人権擁護委員候補者の推薦について

TPP協定の慎重審議と農業者戸別所得補償制度の復活を求める請願書

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案同意

原案同意

原案適任

不 採 択

□　同意第7号により副町長に岡田敏
とし

弘
ひろ

氏（増田）を選任することに同意しました。

□　同意第8号及び9号により愛南町教育委員会委員に中野照
てる

文
ふみ

氏（下久家）、酒井平
つね

雄
お

氏（長月）を任命

することに同意しました。

□　諮問第4号により人権擁護委員に寺岡知
とも

子
こ

氏（蓮乗寺）を適任としました。

□　愛媛県後期高齢者医療広域連合議会議員に清水雅
まさ

文
ふみ

町長を指名推選にて選出しました。
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〔
図
書
館
に
つ
い
て
〕

　

平
成
28
年
11
月
９
日
〜
10
日
に
、
図
書
館
に

つ
い
て
調
査
検
討
す
る
た
め
、
先
進
地
で
あ
る

佐
賀
県
伊
万
里
市
民
図
書
館
と
武
雄
市
図
書
館

を
視
察
研
修
し
た
結
果
を
、
浜
本
元
通
委
員
長

が
第
４
回
議
会
定
例
会
で
報
告
し
ま
し
た
。

﹇
調
査
結
果
﹈

　

本
町
の
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
人
口
や
建

物
、
蔵
書
量
を
考
え
れ
ば
先
進
地
の
図
書
館
を

そ
の
ま
ま
当
て
は
め
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
も
の
で
あ
り
、
図
書
館
に
対
す
る
住
民
の
意

識
や
意
見
を
十
分
に
深
め
、
愛
南
町
に
と
っ
て

よ
り
ふ
さ
わ
し
い
図
書
館
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

な
お
、
図
書
館
建
設
懇
話
会
が
設
置
さ
れ
検

討
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
密
度
の
濃
い
議
論
を

期
待
す
る
と
と
も
に
そ
の
状
況
を
注
視
し
て
い

き
た
い
と
の
意
見
も
あ
っ
た
こ
と
を
付
け
加
え

る
。 総

務
文
教
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告

【一般質問】5名の議員が一般質問を行いました。

土居　尚行
①高齢者福祉事業について
②四国8の字ルートの進捗状況
③農業問題 

渡辺　知彦
①TPP(環太平洋経済連携協定)について
②愛南町文化祭について
③地域医療について 

草木原　由幸
①愛南町の防災教育について
②「ツールドあいなん」の終了について 

原田　達也
①ドクターヘリ運航開始に伴う本町の体制について
②労働力の確保について

西口　　孝
①防災について
②介護予防・日常生活支援総合事業への移行について
③就学援助の拡充を求めることについて 

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告

〔
産
業
振
興（
特
区
等
）に
つ
い
て
〕

　

平
成
28
年
11
月
21
日
〜
22
日
に
、
産
業
振
興

（
特
区
等
）に
つ
い
て
調
査
検
討
す
る
た
め
、
先

進
地
で
あ
る
兵
庫
県
養
父
市
と
篠
山
市
を
視
察

し
た
結
果
を
、
坂
口
直
樹
委
員
長
が
第
４
回
議

会
定
例
会
で
報
告
し
ま
し
た
。

﹇
調
査
結
果
﹈

　

国
家
戦
略
特
区
は
、
経
済
社
会
の
構
造
改
革

を
重
点
的
に
推
進
し
、
国
際
的
な
経
済
活
動
の

拠
点
の
形
成
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
規
制
改
革

を
行
う
も
の
で
あ
り
、
補
助
金
制
度
が
無
く
、

国
主
導
の
感
が
強
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

愛
南
町
に
お
い
て
は
、
特
区
だ
け
を
見
据
え

た
取
り
組
み
は
そ
ぐ
わ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
本

町
の
産
業
振
興
を
図
る
う
え
で
は
、
町
独
自
の

も
の
、
取
り
組
み
を
見
つ
け
出
し
、
そ
の
中
で

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
特
区
が
必
要
と
な
っ
た
際
に
は
、

ト
ッ
プ
の

リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に

よ
る
国
等

へ
働
き
か

け
が
重
要

で
あ
る
と

考
え
る
も

の
で
あ
る
。
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

え
ひ
め
国
体
の
炬き
ょ
か火
名
を
募
集
し
ま
す

事
前
の
共
助
で
命
を
守
る

２
３
０
人
が
参
加
。愛
南
町
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム

清流の国ぎふ防災・減災センター地域減災コーディ
ネーターの村岡治

はる

道
みち

さん。熊本地震を踏まえて事前
の共助の有効性を語りました

パネルディスカッションには宇野誠
まさ

之
ゆき

さん（中浦小
学校教諭）、鷹野正

まさ

志
し

さん（愛南町消防団 団長）、長
田亜

あ

紀
き

さん（上級保健師）、馬詰圭
けい

祐
すけ

さん（特別養護
老人ホーム自在園 生活相談課長）の4名のパネリス
トが登壇して活動を報告しました

介
護
相
談
員
を
募
集
し
ま
す

生
涯
学
習
課
か
ら

防
災
対
策
課
か
ら

　

12
月
11
日
、
御
荘
文
化
セ

ン
タ
ー
で
平
成
28
年
度
愛
南

町
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
４
月

に
起
こ
っ
た
熊
本
地
震
の

教
訓
を
踏
ま
え
て
「
命
を
守

る
」
行
動
に
つ
い
て
考
え

よ
う
と
、
清
流
の
国
ぎ
ふ
防

災
・
減
災
セ
ン
タ
ー
地
域
減

災
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
村
岡

治は
る

道み
ち

氏
の
講
演
や
「
事
前

の
備
え
と
自
助
・
共
助
」
と

題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

村
岡
氏
は
講
演
で
「
共
助

が
成
り
立
つ
大
前
提
は
、
全

員
無
傷
で
逃
げ
切
る
こ
と
で

す
。
津
波
対
策
は
第
二
関

門
。
第
一
関
門
は
我
が
家
に

潰
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
事
前
の
共
助
が

有
効
。
家
具
転
倒
防
止
、
ガ

ラ
ス
飛
散
防
止
な
ど
は
地
域

で
も
で
き
る
こ
と
。
自
分
ご

と
と
し
て
受
け
止
め
て
ほ
し

い
。
意
識
を
変
え
て
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
で
は
、

大
会
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
総
合
開
会

式
が
行
わ
れ
る
ニ
ン
ジ
ニ
ア
ス
タ

ジ
ア
ム
に
火
が
灯
さ
れ
ま
す
。
こ
の

火
は
炬
火
と
い
い
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
い
う
「
聖
火
」
に
当
た
る
も
の

で
、
愛
媛
県
下
の
各
市
町
で
採
火
さ

れ
た
炬
火
を
一
つ
に
し
て
誕
生
さ
せ

ま
す
。
愛
南
町
で
も
採
火
を
行
い
、

「
愛
南
町
の
火
」（
炬
火
）を
誕
生
さ
せ

ま
す
。
そ
の
「
愛
南
町
の
火
」
に
名

前
を
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
愛
南
町

の
歴
史
、
文
化
及
び
自
然
な
ど
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
で
、
愛
南
町

ら
し
さ
を
表
し
た
も
の
を
募
集
し
ま

す
。

規
格
等　

炬
火
名
は
「
○
○
○
○
の

火
」
と
し
、
文
字
数
は
20
字
以
内
と

し
ま
す
（「
〜
の
火
」
は
20
字
に
含

み
ま
す
。）

募
集
期
間　

３
月
10
日
㈮
ま
で

応
募
資
格　

町
内
に
在
住
の
方
や
通

勤
、
通
学
し
て
い
る
方

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
、
持
参
に
よ
り
応
募

問
合
せ

　

愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
愛
南
町

　

実
行
委
員
会（
生
涯
学
習
課
）

 

℡
７
３
―

１
１
１
２

高
齢
者
支
援
課
か
ら

　

愛
南
町
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
を
目
的
に
平
成
27
年

度
か
ら
介
護
相
談
員
派
遣
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
現
場
を
訪
問
し
、
利
用
者
の
疑

問
や
思
い
を
く
み
取
っ
て
事
業
者
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
事
業
者
、
利

用
者
及
び
保
険
者
等
の
橋
渡
し
役

を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
「
介
護
相

談
員
」
を
追
加
募
集
し
ま
す
。
相
談

員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方

（
一
定
の
研
修
受
講
が
必
要
）は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数　

２
名

募
集
期
間　

２
月
６
日
㈪
か
ら
２
月

28
日
㈫
ま
で

問
合
せ　

高
齢
者
支
援
課

 

℡
７
２
―

７
３
２
５
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介
護
保
険

要
支
援
１
・
２
の
方
が
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
が
変
わ
り
ま
す

相
談
す
る

介
護
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
手
順

要
介
護
認
定
の
申
請

要
介
護
認
定

認　
　

定

非
該
当

要
介
護

要
介
護
１
〜
５

要
支
援

要
支
援
１
・
２

介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
ま
す

基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

介
護
予
防
・
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
対
象
者

介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で

き
ま
す

●一般介護予防事業と介護
予防・生活支援サービス事
業を合わせて「新しい総合
事業」（介護予防・日常生活
支援総合事業）とよびます

介
護
予
防
・
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
利
用
で
き
ま
す

•
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

•
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

•
配
食
サ
ー
ビ
ス

一般介護予防事業

新しい総合事業
（介護予防・日常生活支援総合事業）

サ
ー
ビ
ス
が

必
要
と
判
断

愛
南
町
障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

〔
※非該当でも

〕　 生活援助の訪問型
　 サービスと配食サ
　 ービスを受けるこ
　 とができるように
　 なります

高
齢
者
支
援
課
か
ら

平
成
29
年
度
か
ら
、
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
が
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

（
新
し
い
総
合
事
業
）に
移
行
し

ま
す
。

　

新
し
い
総
合
事
業
は
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
自
立
し
た
日

常
生
活
を
送
る
た
め
の
支
援
を

目
的
と
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
多
様

化
を
図
る
も
の
で
す
。
い
ま
ま

で
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
で
利
用

し
て
い
た
「
介
護
予
防
訪
問
介

護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）」
と
「
介

護
予
防
通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
）」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
訪

問
型
サ
ー
ビ
ス
」
と
「
通
所
型

サ
ー
ビ
ス
」
に
移
行
し
、
介
護

予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

現
在
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
と
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
は
、
要
支
援
認
定
更
新
時

に
順
次
移
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

問
合
せ　

高
齢
者
支
援
課

 

℡
７
２
―

７
３
２
５

保
健
福
祉
課
か
ら

　

障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
は
、
障

が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
ご
家
族
な

ど
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ

て
、
必
要
な
情
報
の
提
供
・
助
言
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援
、
関
係

機
関
と
の
連
絡
調
整
な
ど
を
行
い
、

そ
の
人
ら
し
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う

支
援
す
る
事
業
で
す
。

愛
南
町
障
が
い
者（
児
）相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
随
時
相
談
を
受
け

付
け
て
い
る
ほ
か
、
４
事
業
所
に
障

が
い
者
相
談
支
援
事
業
を
委
託
し
、

実
施
し
て
い
ま
す
。
地
域
で
暮
ら
す

中
で
の
困
り
ご
と
、
仕
事
の
こ
と
、

経
済
的
な
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
電

話
や
窓
口
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

相
談
支
援
事
業
所
の
相
談
日　

※
土
・
日
・
祝
祭
日
、12
月
29
日
〜
１
月
３
日
を
除
く

事
業
所

相
談
日
時

主
な
対
象
者

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
い
ろ
り

愛
南
町
城
辺
甲
２
０
４
番
地
１

７
０
―

１
０
７
０

月
曜
日
〜
金
曜
日

８
時
30
分
〜
17
時

精
神
障
害

指
定
特
定
相
談
支
援
事
業
所
い
ち
ご
の
里

愛
南
町
中
川
１
４
１
０
番
地
１

８
４
―

３
３
４
６

月
曜
日
〜
金
曜
日

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

知
的
障
害

児
童

愛
南
社
協
相
談
支
援
事
業
所

愛
南
町
御
荘
平
城
２
１
３
９
番
地

７
２
―

３
５
４
７

月
曜
日
〜
金
曜
日

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

身
体
障
害

南
愛
媛
療
育
セ
ン
タ
ー

北
宇
和
郡
鬼
北
町
永
野
市
１
６
０
７
番
地

（
０
８
９
５
）４
５
―

１
１
０
１

月
曜
日
〜
金
曜
日

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

児
童

発
達
障
害

愛
南
町
障
が
い
者（
児
）相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

愛
南
町
城
辺
甲
２
４
２
０
番
地

７
２
―

１
２
１
２

月
曜
日
〜
金
曜
日

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

全
般
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

「
販
売
促
進
講
演
会
」を
開
催
し
ま
す

保
険
医
療
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

就
労
支
援
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
催
し
ま
す

商
工
観
光
課
か
ら

　

農
林
水
産
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る

事
業
者
や
生
産
者
を
対
象
と
し
た
販

売
促
進
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
商

品
づ
く
り
等
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ

や
、
四
国
経
済
産
業
局
職
員
に
よ
る

中
小
企
業
や
個
人
事
業
者
に
対
す
る

各
種
支
援
制
度
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
す
。
事
業
者
以
外
の
方
も

受
講
可
能
で
す
。

日
時　

２
月
13
日
㈪　

15
時
〜

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

２
階

大
研
修
室

定
員　

50
名

受
講
料　

無
料

申
込
み
・
問
合
せ

商
工
観
光
課 

℡
７
２
―

７
３
１
５

町
民
課
か
ら

◆
柔
道
整
復
等
の
正
し
い
か
か
り
方
は
ご
存
知
で
す
か

柔
道
整
復
、
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
は
り
・
き
ゅ
う
を
受
け
る
方
へ

種　

類

保
険
が
使
え
る
施
術

注
意
事
項

柔
道
整
復

（
整
骨
院
・
接
骨
院
）

・
打
撲

・
ね
ん
ざ

・
挫
傷（
肉
離
れ
な
ど
）

・
骨
折
・
脱
臼（
応
急
手
当

の
場
合
を
除
き
、
医
師
の

同
意
が
必
要
。）

負
傷
の
原
因
を
正
し
く
伝

え
ま
し
ょ
う
。

治
療
が
長
引
く
場
合
は
、

一
度
医
師
の
診
断
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

・
筋
麻
痺
・
関
節
拘
縮
な
ど

で
、
医
療
上
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
必
要
と
す
る
症
状

医
師
の
同
意
書
が
必
要
で

す
。

歩
行
困
難
な
ど
で
通
院
が

で
き
な
い
理
由
が
あ
る
場

合
で
、
医
師
が
同
意
し
た

と
き
は
、
往
療
料
も
医
療

保
険
が
使
え
ま
す
。

は
り
・
き
ゅ
う

・
神
経
痛

・
腰
痛
症

・
五
十
肩

・
リ
ウ
マ
チ

な
ど

※
単
に
、
日
常
生
活
で
の
疲
れ
や
肩
こ
り（
疲
労
回
復
）・
気
持
ち
が
い
い
か
ら
受
け
る
も

の（
慰
安
目
的
）に
つ
い
て
は
、
保
険
の
対
象
外（
全
額
自
己
負
担
）で
す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
の
資
格
の
手
続
き
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

次
の
場
合
に
は
、
町
民
課
ま
た
は
各
支
所
の
窓
口
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き

届
出
に
必
要
な
も
の

県
外
か
ら
転
入
し
た
と
き

負
担
区
分
等
証
明
書

県
外
へ
転
出
す
る
と
き

保
険
証

県
内
で
住
所
が
変
わ
っ
た
時

保
険
証

生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

保
険
証
、
生
活
保
護
開
始
決
定
通
知
書

生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

生
活
保
護
停
廃
止
決
定
通
知
書

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
方
が
65
歳
に
な
っ

た
と
き
、
ま
た
は
一
定
の
障
が
い
の
あ
る

状
態
と
な
っ
た
と
き
で
認
定
を
希
望
さ
れ

る
と
き（
65
歳
か
ら
74
歳
の
方
）

各
種
手
帳（
身
体
障
害
者
、
療
育
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
）等
障
が
い
の
程
度
が

確
認
で
き
る
書
類

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
で
、「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
」
を
受

け
る
と
き

保
険
証

い
ず
れ
の
届
出
も「
届
出
に
必
要
な
も
の
」以
外
に
、次
の
も
の
を
お
持
ち
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

窓
口
に
来
る
人

必
要
な
も
の

本
人

・
本
人
確
認
書
類
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類
・
印
か
ん

代
理
人（
家
族
等
）

・
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
・
委
任
状
・
本
人（
被
保
険
者
）

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類
・
印
か
ん

問
合
せ　

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

愛
南
町
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

期
間　

３
月
６
日
㈪
〜
３
月
23
日
㈭

の
間
の
毎
週
月
・
木
、
計
６
回

時
間　

19
時
〜
21
時　

※
全
日
程
の

受
講
が
必
須
で
す
。

※
20
日
㈪
は
21
日
㈫
に
振
り
替
え
ま
す
。

受
講
場
所　

城
辺
公
民
館（
城
の
辺

学
習
館)

定
員　

８
名
程
度　

※
定
員
を
超
過

し
た
場
合
は
、面
談
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

受
講
料　

無
料

申
込
締
切　

２
月
27
日
㈪
ま
で

応
募
資
格
等
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

愛
南
町
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー　

℡
７
２
―

１
２
４
４
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「
元
気
歯
つ
ら
つ
コ
ン
ク
ー
ル
」町
内
か
ら
３
人
が
受
賞

「
ほ
う
ち
ょ
う
汁
作
り
体
験
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

「
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」の
委
員
を
公
募
し
ま
す

総
務
課
か
ら

な
ー
し
く
ん
宛
に
年
賀
状
が

た
く
さ
ん
届
き
ま
し
た

商
工
観
光
課
か
ら

　

愛
媛
県
内
は
も
と
よ
り
、
遠
く
は

北
海
道
や
九
州
な
ど
か
ら
も
お
送
り

い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

これからも愛南町のPR、
頑張るけんなーし!

問
合
せ

商
工
観
光
課 

℡
７
２
―

７
３
１
５

保
健
福
祉
課
か
ら

80
歳
以
上
で
ご
自
分
の
歯
が
20

本
以
上
あ
る
方
を
表
彰
す
る
「
元
気

歯
つ
ら
つ
コ
ン
ク
ー
ル
」（
愛
媛
県
・

愛
媛
県
歯
科
医
師
会
の
共
催
）で
三

浦
定
さ
だ
む
さ
ん（
久
良
）が
優
秀
賞
、
本
多

忠
た
だ
し
さ
ん（
久
良
）と
猪
野
と
よ
子
さ
ん

（
福
浦
）が
入
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
若
い
こ

ろ
か
ら
歯
の
健
康
に
気
を
付
け
、
定

期
的
な
歯
科
検
診
や
歯
の
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

〈猪野さん〉

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
で
は
、「
ほ
う
ち
ょ
う
汁

作
り
体
験
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
南
予
の
代
表
的

な
郷
土
料
理
を
み
ん

な
で
一
緒
に
作
り
ま

せ
ん
か
。

日
時　

２
月
18
日
㈯

10
時
か
ら

（
雨
天
中
止
）

場
所　

旧
満
倉
小
学
校

定
員　

10
名（
先
着
順
）

体
験
料　

１
人　

１
，０
０
０
円

申
込
締
切　

２
月
14
日
㈫
ま
で

問
合
せ　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

 

℡
７
２
―

７
３
１
１

委
員
の
名
称

行
政
改
革
推
進
委
員
会
委
員

職
務
の
内
容

行
政
改
革
の
推
進
に
関
す
る
事
項
の
審
議

報
酬
等
の
条
件

日
額
７
，０
０
０
円（
交
通
費
支
給
有
）

公
募
人
数

２
名
（
委
員
定
数
10
名
）

任
期

平
成
29
年
４
月
１
日
〜
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

応
募
資
格

町
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
方

募
集
期
間

２
月
３
日
㈮
〜
２
月
28
日
㈫

申
込
み
・
問
合
せ

総
務
課 
℡
７
２
―

１
２
１
１

　

愛
南
町
で
は
、
「
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。
申
込

方
法
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
分
の
歯
が
20
本
以
上
残
っ
て
い
れ

ば
、
硬
い
食
品
で
も
ほ
ぼ
満
足
に
噛

め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の

歯
で
食
べ
る
楽
し
み
を
持
ち
続
け
る

た
め
に
も
、
歯
の
健
康
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

〈
優
秀
賞
〉

　

三
浦　

定さ
だ
む

さ
ん
（
久
良
）

〈
入　

賞
〉

本
多　

忠た
だ
し

さ
ん
（
久
良
）

猪
野

と
よ
子
さ
ん
（
福
浦
）

〈本多さん〉

〈三浦さん〉
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

  

税
務
課
等
か
ら

２
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

固

定

資

産

税

4期分/
4期分

国

民

健

康

保

険

税

9期分/
10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

8期分/
9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、

ま
ず
督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し

て
い
ま
す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す

と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益

費
、
駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当

月
分
が
月
末
に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用

料
の
振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振

替
日
は
翌
月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と

な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

　

口
座
振
替
が
便
利
で
お
ト
ク
で
す

児
童
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

交
通
災
害
共
済
の
加
入
手
続
き
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

町
民
課
か
ら

今
月
の
社
会
保
険
・

 

年
金
一
日
相
談（
予
約
制
）

 

○
２
月
17
日
㈮

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ　

宇
和
島
年
金
事
務
所

　

お
客
様
相
談
室

　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

　

電
話
受
付
対
応
時
間

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

保
健
福
祉
課
か
ら

　

２
月
15
日
は
児
童
手
当
の
支
給
日

で
す
。
対
象
の
方
に
は
す
で
に
書

面
で
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
と
お

り
、
今
回
、
支
払
通
知
書
は
送
付
し

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

口
座
振
替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
ま
す

と
、
保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と

さ
れ
る
の
で
金
融
機
関
な
ど
に
行
く

手
間
が
省
け
る
う
え
、
納
め
忘
れ
も

な
く
と
て
も
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分

保
険
料
を
当
月
末
に
振
替
納
付
す
る

こ
と
に
よ
り
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る

早
割
制
度
や
、
現
金
納
付
よ
り
も
割

引
額
が
多
い
６
ヶ
月
前
納（
４
月
分

〜
９
月
分
・
10
月
分
〜
〜
翌
年
３
月

分
）・
１
年
前
納（
４
月
〜
翌
年
３
月

分
）２
年
前
納（
４
月
〜
翌
々
年
３
月

分
）も
あ
り
、
大
変
お
得
で
す
。

　

な
お
、
６
ヶ
月
前
納（
４
月
分
〜

９
月
分
）・
１
年
前
納
・
２
年
前
納

の
お
申
込
み
期
限
は
平
成
29
年
２
月

末
ま
で
で
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
年

金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
が
わ

か
る
書
類
、通
帳
、金
融
機
関
の
届
出

印
を
ご
持
参
の
う
え
、
ご
希
望
の
金

融
機
関
・
年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場

で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　
宇
和
島
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　
　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４

　

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

ま
せ
ん
。
通
帳
を
記
帳
し
て
入
金
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

総
務
課
か
ら

　

交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事
故
な

ど
に
遭
わ
れ
た
際
に
災
害
見
舞
金
な

ど
が
支
払
わ
れ
る
公
的
共
済
制
度
で

す
。

共
済
掛
金（
年
額
）

　

一
般　
　
　
　

７
０
０
円

　

中
学
生
以
下　

３
０
０
円

加
入
口
数

　

１
名
に
つ
き
１
口
に
限
り
ま
す
。

共
済
期
間

　

平
成
29
年
４
月
１
日

〜
平
成
30
年
３
月
31
日

　

※
期
間
途
中
に
加
入
さ
れ
た
方

は
、
掛
金
を
納
め
た
日
の
翌
日
か
ら

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。

加
入
資
格

・
町
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
て
い
る
方

・
共
済
加
入
者
の
被
扶
養
者
等
で
町

外
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

申
込
受
付
期
間

　

３
月
１
日
㈬
か
ら

申
込
用
紙
の
配
付

　

平
成
28
年
度
に
加
入
さ
れ
た
方
に

は
、
２
月
末
に
配
付
し
ま
す
。

申
込
先

　

総
務
課
、
各
支
所
ま
た
は
所
定
の

金
融
機
関

問
合
せ　

　

総
務
課 

℡
７
２
―

１
２
１
１
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種別 管内 住宅名称及び所在地 構造
年月日 間取り 月額家賃 駐車場 地デジ受信

公
営
住
宅

城
辺
三島団地4号棟（2階2号室）
城辺乙669番地

RC造3階建
昭和50年

3DK
59.30㎡

9,200円～
13,700円 有 ◯

御
荘

中浦団地（1階1号室）（1階5号室）
（3階7号室）
中浦1677番地1

RC造3階建
昭和53年

3DK
56.30㎡

9,100円～
13,600円 有 ◯

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

城
辺
猿田団地（3階6号室）  
城辺甲3851番地1

RC造3階建
平成7年

3DK
73.98㎡ 53,000円 有 ◯

西
海
久家団地（1階3号室）（3階2号室） 
久家23番地1

RC造3階建
平成8年

3LDK
94.94㎡ 37,000円 有 ※

※テレビ難視聴地域ですので、ケーブルテレビ等への加入が必要です。
①単身者でも申込みできる場合もありますが、世帯を有している方を優先します。
②入居には連帯保証人が2名必要で、敷金は月額家賃の3か月分、共益費は別途必要です。なお、入
居まで多少時間のかかる住宅もあります。

　
現
在
、
空
室
と
な
っ
て
い
る
町
営
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。

公
募
住
宅
の
概
要（
上
表
の
と
お
り
）

申
込
受
付
期
間

　

２
月
９
日
㈭
〜
17
日
㈮

入
居
者
資
格　
（
次
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
方
）

⑴
住
宅
に
お
困
り
で
、
町
内
に
居
住
を

希
望
す
る
方

※
持
ち
家
の
あ
る
方
は
原
則
と
し
て
申

込
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
特
別
な
事

情
が
あ
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
公
営
住
宅
に
住
ん
で
い
る
方

は
公
営
住
宅
へ
の
入
居
資
格
は
あ
り
ま

せ
ん
。

⑵
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

⑶
暴
力
団
員
で
な
い
方

※
こ
こ
で
い
う
暴
力
団
員
と
は「
暴
力
団

員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
」第
２
条
第
６
号
に
規
定
す
る

暴
力
団
員
を
い
い
ま
す
。

⑷
収
入
基
準（
月
額
所
得
）

【
公
営
住
宅
】
15
万
８
千
円
以
下
の
方

【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】

　

15
万
８
千
円
以
上

　
　
　
　

〜
60
万
１
千
円
以
下
の
方

申
込
先

　

各
団
地（
住
宅
）ご
と
で
の
申
込
み
と

な
り
、
建
設
課
ま
た
は
各
支
所
で
入
居

の
申
込
手
続
き
が
行
え
ま
す
。

問
合
せ　

建
設
課 

℡
７
２
―

７
３
１
３

町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

建
設
課
か
ら

産
業
用
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
を

お
考
え
の
皆
さ
ま
へ

人
権
擁
護
委
員
の
お
知
ら
せ

環
境
衛
生
課
か
ら

　

こ
れ
ま
で
の
「
愛
南
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
指

導
要
綱
」
に
代
わ
り
、
平
成
28
年
12
月
９
日
付
け
で
「
愛
南
町

豊
か
な
自
然
と
調
和
の
と
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電

の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
と
な
る

事
業
と
主
な
変
更
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

対
象
と
な
る
事
業

　

事
業
区
域
の
合
計
面
積
が
５
０
０
㎡
以
上
で
あ
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業

主
な
変
更
点

⑴
着
工
90
日
前
ま
で
に
届
け
出
る
こ
と

⑵
届
出
前
に
町
へ
の
事
前
協
議
、
地
区
へ
の
説
明
会
を
行
う
こ
と

⑶
一
定
の
区
域
で
発
電
事
業
を
行
わ
な
い
よ
う
協
力
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と

⑷
発
電
事
業
終
了
後
、
設
備
を
撤
去
す
る
こ
と

　

届
出
内
容
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

環
境
衛
生
課 

℡
７
２
―

７
３
１
６

町
民
課
か
ら

　

１
月
１
日
付
け
で
、
法
務
大
臣
か
ら
山
本
映え
い

子こ

さ
ん（
城
辺

甲
）が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
に
基
づ
き
委
嘱
さ
れ

た
私
た
ち
の
町
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
暮
ら
し
の
中
で
の

悩
み
や
心
配
ご
と
、
困
り
ご
と
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
人
権
擁
護

委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

　

松
山
地
方
法
務
局
宇
和
島
支
局 ℡

０
８
９
５
―

２
２
―

０
７
７
０
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

行
政
評
価
委
員
会
か
ら
答
申
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
が
拡
充
に
な
り
ま
す

企
画
財
政
課
か
ら

【
行
政
評
価
と
は
？
】

　

行
政
が
実
施
す
る
事
業
に
つ
い

て
、「
ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た

か
」
「
必
要
性
や
効
率
性
は
ど
う

か
」
な
ど
の
視
点
か
ら
評
価
を
す
る

手
法
で
、
行
政
自
身
の
み
な
ら
ず
、

住
民
で
構
成
す
る
「
行
政
評
価
委
員

会（
委
員
長　

中
山　

孝こ
う

二じ

さ
ん
）」

に
よ
り
客
観
的
・
多
角
的
に
評
価
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
行
政
評
価
委
員
会
に
よ
る

審
議
経
過
・
結
果
】

　

行
政
評
価
委
員
会
は
、
平
成
27
年

度
に
実
施
し
た
５
つ
の
事
業
に
つ
い

て
、
担
当
課
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど

計
３
回
に
わ
た
り
審
議
を
行
い
、
平

成
28
年
12
月
19
日
に
町
長
に
答
申
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
答
申
を
受
け
て
庁
内
で

検
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
反
映

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
財
政
課 

℡
７
２
―

７
３
１
７

番
号

事
業
分
野

事
業
名

評
価

１

子
育
て
の
環
境
の

充
実

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

こ
の
ま
ま
継
続

２

水
産
業
の
振
興

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
次
世
代
型
水

産
業
の
確
立
と
普
及
促
進
事
業

こ
の
ま
ま
継
続

３

農
林
業
の
振
興

野
菜
産
地
化
推
進
事
業
補
助
事
業
こ
の
ま
ま
継
続

／
拡
大

４

商
工
業
の
振
興

愛
南
の
粋
な
土
産
商
品
開
発
・
発

掘
・
Ｐ
Ｒ
事
業

こ
の
ま
ま
継
続

５

学
校
教
育
の
充
実

中
学
生
海
外
研
修
事
業

こ
の
ま
ま
継
続

※
詳
し
く
は
、
愛
南
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
「
平
成
28
年
度
行
政
評
価
諮

問
事
業
に
係
る
答
申
書
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
支
援
課
か
ら

　

交
通
が
不
便
な
お
年
寄
り
の
た
め

に
、タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
が
、４
月
１
日
か
ら
助
成
対

象
条
件
の
距
離
を「
５
０
０
ｍ
以
上
」

か
ら「
３
０
０
ｍ
以
上
」
に
改
め
ま

す
。

対
象
者

　

当
該
年
度
４
月
１
日
に
お
い
て
、

満
70
歳
以
上
の
お
年
寄
り
か
、
満

65
歳
以
上
で
２
級
以
上
の
身
体
障

害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
で
、
乗
合
バ
ス
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
停
留
所（
フ

リ
ー
乗
降
で
き
る
区
間
は
そ
の
路

線
）か
ら
３
０
０
ｍ
以
上
家
が
離
れ

て
い
る
方
。

　

た
だ
し
、
他
の
タ
ク
シ
ー
料
金
助

成
制
度
利
用
者
は
助
成
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

券
の
種
類

　

利
用
者
が
居
住
す
る
次
の
行
政
区

と
、
乗
合
バ
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
停
留
所（
フ
リ
ー
乗
降
で
き
る

区
間
は
そ
の
路
線
）か
ら
家
ま
で
の

距
離
で
券
の
種
類
は
異
な
り
ま
す
。

⑴
１
，５
０
０
円
券　

脇
本
、
中
玉

⑵
１
，０
０
０
円
券　

猿
鳴

⑶
８
０
０
円
券　

左
右
水
、
大
浜

⑷
５
０
０
円
券　

そ
の
他
の
行
政
区

交
付
枚
数

　

利
用
者
１
人
に
つ
き
年
間
50
枚
を

限
度
と
し
ま
す
。

利
用
の
範
囲

　

町
内
の
移
動
に
限
り
、
利
用
１
回

に
つ
き
１
枚
、
１
日
１
往
復
を
限
度

と
し
ま
す
。

申
込
先

　

申
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
、
捺
印
の
う
え
、
１
年
以
内
に
撮

影
し
た
縦
横
２
㎝
の
顔
写
真
を
添
え

て
、
３
月
１
日
以
降
、
高
齢
者
支
援

課
ま
た
は
各
支
所
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
交

付
さ
れ
て
い
る

「
福
祉
タ
ク
シ
ー

登
録
証
」
に
貼
付

け
の
顔
写
真
の
再

使
用
は
不
可
と
し
、
毎
年
度
申
込
み

手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
申
込
み
用
紙
は
高
齢
者
支
援
課
ま

た
は
各
支
所
に
備
え
付
け
て
お
り
ま

す
が
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

取
得
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

高
齢
者
支
援
課

 

℡
７
２
―

７
３
２
５
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歯
の
健
康
づ
く
り
優
良
校
を

紹
介
し
ま
す

　

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り

歯
み
が
き
を
し
て
、
む
し

歯
の
な
い
き
れ
い
な
歯
を

ま
も
り
ま
し
ょ
う
！

愛南町健康キャラクター
げんきくん

高
速
道
路「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の

早
期
整
備
促
進
要
望
を
行
い
ま
し
た

国土交通省 にて要望活動を行うヤング亜由美さん

国土交通省　末松副大臣（写真中央）に
要望を行う清水町長 
（写真左側から）
山下愛南町議長、福本四万十市副市長
中平宿毛市長、清水愛南町長
末松副大臣、山本順三参議院議員
井原巧参議院議員

　無料で司法書士が相談
をお受けします。
　１回の相談人数は５人
までで事前に予約が必要
です。定員に達した場合は
受付を終了します。
 ２月１６日㈭14時～16時
　御荘老人福祉センター

無料法律相談

　無料で民生児童委員２
名が日常生活でかかえる
心配ごとの相談をお受け
します。
 ２月８日㈬14時～16時
　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所

詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1251）まで
お問い合わせください。

保
健
福
祉
課
か
ら

　

愛
南
町
で
は
、
健
康
増
進
計
画
と

食
育
推
進
計
画
に
基
づ
い
て
、
乳
幼

児
期
か
ら
の
歯
の
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

各
保
育
所
、
学
校
の
歯
科
検
診
の

結
果
、
む
し
歯
ゼ
ロ
率
の
高
か
っ
た

保
育
所
、
学
校
を
紹
介
し
ま
す
。

歯
の
健
康
づ
く
り
優
良
校

（
む
し
歯
ゼ
ロ
率
）

保
育
所
・
幼
稚
園
の
部

家
串
保
育
所

（
９
０
・
０
％
）

船
越
保
育
園

（
８
２
・
４
％
）

城
辺
保
育
所

（
７
２
・
２
％
）

小
学
校
の
部

緑
小
学
校

（
１
０
０
・
０
％
）

福
浦
小
学
校

（
１
０
０
・
０
％
）

船
越
小
学
校

（
１
０
０
・
０
％
）

中
学
校
の
部

城
辺
中
学
校

（
９
４
・
７
％
）

内
海
中
学
校

（
９
２
・
９
％
）

建
設
課
か
ら

　

12
月
２
日
に
四
国
西
南
地
域
道
路

整
備
促
進
協
議
会（
会
長　

清
水
雅ま

さ

文ふ
み

愛
南
町
長
）が
、
東
京
の
国
土
交

通
省
な
ど
関
係
機
関
に
出
向
き
道
路

整
備
促
進
要
望
を
行
い
ま
し
た
。
要

望
活
動
に
は
２
名
の
国
会
議
員
と

清
水
愛
南
町
長
、
中
平
宿
毛
市
長
、

福
本
四
万
十
副
市
長
の
ほ
か
、
今
回

は
愛
南
町
商
工
会
か
ら
ヤ
ン
グ
亜
由

美
さ
ん
も
参
加
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震

等
災
害
時
の
『
命
の
道
』
の
重
要
性

な
ど
を
説
明
し
、
高
速
道
路
「
四
国

８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
早
期
整

備
促
進
に
つ
い
て
強
く
要
望
し
ま
し

た
。
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あいなん
　　掲示板

愛
媛
大
学
か
ら

「
愛
媛
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
公
開
講
座
in
愛
南
町
」を

開
催
し
ま
す

お知
らせ

愛
媛
県
臨
床
心
理
士
会
か
ら

臨
床
心
理
士
に
よ
る

「
こ
こ
ろ
の
健
康
電
話
相
談
」の
お
知
ら
せ

お知
らせ

　

園
内
の
梅
園
の
梅
１
６
０
本
が
咲

き
誇
り
、
１
か
月
に
わ
た
っ
て
花
見

が
楽
し
め
ま
す
。ま
た
、期
間
中
は
管

理
棟
休
憩
所
に
て
座
敷
雛
の
展
示
も

行
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

期
間　

１
月
28
日
㈯
〜
３
月
５
日
㈰

時
間　

９
時
〜
17
時

場
所　

日
本
庭
園
「
南
楽
園
」（
宇

和
島
市
津
島
町
）

入
園
料　

大
人
３
０
０
円　

小
人

１
５
０
円（
無
料
駐
車
場
あ
り
）

問
合
せ　

南
楽
園 

　

℡
０
８
９
５
―

３
２
―

３
３
４
４

　

愛
媛
大
学
は
、
愛
南
町
と
の
連
携

協
定
に
基
づ
き
、
大
学
全
体
で
地
域

に
密
着
し
た
教
育
、
研
究
、
社
会
貢

献
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、「
自
然
豊
か
な
農

山
漁
村
の
魅
力
を
活
か
し
た
地
域
の

活
性
化
」
に
関
す
る
公
開
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
12
日
㈰
13
時
30
分
〜
16

時
30
分

場
所　

愛
南
町
役
場
本
庁　

３
階
大

会
議
室

講
座
の
内
容

・「
自
然
豊
か
な
農
山
漁
村
地
域
の
魅

力
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
へ
の
取
組
」

　

愛
媛
大
学
社
会
共
創
学
部　

　

講
師　

笠
松　

浩
樹 

氏

・「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
に
よ
る
地
域
の
活

性
化（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
事
例
紹
介
）」

   

愛
媛
大
学
社
会
連
携
推
進
機
構

　

教
授　

坂
本　

世
津
夫 

氏

※
申
込
方
法
等
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

愛
媛
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
企
画
運

営
部
事
務
局 

℡
０
８
９
―

９
２
７
―

８
９
６
４

　
「
〜
ま
ち
を
元
気
に
〜
げ
ん
き

市
」（
３
月
19
日
開
催
）の
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
し
て
２
月
か
ら
３
月
に
か
け

て
開
催
す
る
「
〜
ま
ち
の
元
気
を
集

め
る
〜
プ
レ
げ
ん
き
市
」
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

催
し
案
内
、
手
作
り
・
リ
サ
イ
ク
ル

愛
南
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
か
ら

一
緒
に
ま
ち
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
ま
せ
ん
か

お知
らせ

販
売
、
文
庫
喫
茶
な
ど
、
一
緒
に
ま

ち
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
ま
せ
ん

か
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

　

愛
南
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会 

　

℡
０
８
９
５
―

７
３
―

２
２
８
８

愛
媛
県
司
法
書
士
会
か
ら

「
県
境
無
料
法
律
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す

お知
らせ

　

司
法
書
士
に
よ
る
無
法
律
相
談
会

（
予
約
可
、
秘
密
厳
守
）を
開
催
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
12
日
㈰

　
　
　

10
時
〜
15
時

会
場　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

愛
媛
県
司
法
書
士
会 

　

℡
０
８
９
―

９
４
１
―

８
０
６
５

南
レ
ク
か
ら

南
楽
園
梅
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

お知
らせ

　

心
配
ご
と
や
不
安
な
こ
と
を
抱
え

て
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
家

庭
や
職
場
に
つ
い
て
、あ
る
い
は
心
と

身
体
の
不
調
に
つ
い
て
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
電
話
で
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
匿
名
で
も
お
受
け
で
き
ま

す
。
ま
た
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　

３
月
５
日
㈰ 

９
時
〜
17
時

　

℡
０
８
９
―

９
５
７
―

７
０
９
４

　

℡
０
８
９
―

９
５
７
―

７
０
９
５

　
（
当
日
の
み
通
話
可
能
。
通
話
が

混
雑
し
て
つ
な
が
り
に
く
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。）

問
合
せ

　

愛
媛
県
臨
床
心
理
士
会
事
務
局

 

℡
０
７
０
―

５
５
１
６
―

８
６
４
２



p19 広報あいなん 2017.2

城
辺
み
し
ま
荘
か
ら

ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

お知
らせ

　

城
辺
み
し
ま
荘
ケ
ア
ハ
ウ
ス
で
は

一
人
部
屋
一
室
と
二
人
部
屋（
夫
婦

用
）一
室
が
空
い
て
お
り
、入
居
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
各
部
屋
に
は
ト

イ
レ
・
洗
面
所
・
ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン
・

エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
食

事
は
一
日
３
食
提
供
し
ま
す
。

　

施
設
の
概
要
等
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
見
学

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

入
居
の
条
件

　

60
歳
以
上
の
方
で
、
身
の
回
り
の

こ
と
は
自
分
で
で
き
る
が
、
自
炊
が

で
き
な
い
程
度
の
身
体
能
力
の
低
下

や
独
立
し
て
生
活
す
る
に
は
不
安
の

あ
る
方

申
込
み
・
問
合
せ

　

ケ
ア
ハ
ウ
ス
城
辺
み
し
ま
荘

　

℡
７
０
―

１
１
７
５

　

誰
か
に
そ
っ

と
教
え
た
い

「
忘
れ
ら
れ
な

い
風
景
」
が
記
さ
れ
た
一
通
の
手
紙
。

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断 

こ
こ
ろ
旅
」は
、旅

人
で
あ
る
俳
優
・
火ひ

野の

正し
ょ
う
へ
い
平
さ
ん
が
、

そ
ん
な
手
紙
を
も
と
に
地
元
の
皆
さ

ん
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
自
転
車
で
旅

を
続
け
る
番
組
で
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ-

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
か
ら

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断　

こ
こ
ろ
旅
」
お
便
り
募
集

募集
します

　

番
組
で
は
、愛
南
町
内
の
忘
れ
ら
れ

な
い
風
景
や
景
色
を
、エ
ピ
ソ
ー
ド
と

共
に
紹
介
し
て
く
れ
る
手
紙
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
応
募
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
０
５
７
０
）０
６
６
―

０
６
６（
ナ
ビ
ダ

イ
ヤ
ル
）ま
た
は
０
５
０
―

３
７
８
６
―

５
０
０
０
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

放
送
予
定

Ｎ
Ｈ
Ｋ
―

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

　
「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」

　

あ
さ
７
時
45
分
〜
７
時
59
分（
月
〜
金
）

※
県
内
が
舞
台
の
番
組
放
送
は
４
月

３
日
㈪
〜
７
日
㈯
の
予
定
で
す
。

○
お
早
め
に
春
の
確
定
申
告

　

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

確
定
申
告
の
準
備
は
、
も
う
お
済
み
で
す
か
。

　

申
告
と
納
税
は　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税　

３
月
15
日
㈬
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　

贈
与
税　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
15
日
㈬
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税　
　
　

３
月
31
日
㈮
ま
で

　

申
告
は
正
し
く
、お
早
め
に
。納
税
は
、振
替
納
税
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

○
確
定
申
告
会
場
は
平
成
29
年
２
月
16
日
㈭
か
ら

　

宇
和
島
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
の
開
設
期
間
は
、
平
成
29
年
２
月
16
日
㈭

か
ら
３
月
15
日
㈬
ま
で
で
す
。

　

な
お
、
毎
年
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間

お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
申
告
書
は
で
き
る
だ
け
ご
自
分
で

作
成
し
て
、
お
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

所
得
税
及
び
贈
与
税
の
確
定
申
告
書
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
28
年
分
以
降

の
申
告
書
か
ら
、
消
費
税
の
確
定
申
告
書
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
28
年
１

月
１
日
以
降
に
開
始
す
る
課
税
期
間
に
係
る
申
告
書
か
ら
、
申
告
者
ご
本
人
や

控
除
対
象
配
偶
者
、
扶
養
親
族
、
事
業
専
従
者
な
ど
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載

と
、
申
告
者
ご
本
人
の
本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
な
ど
に
よ
る
提
出
の
際
に
は
本
人
確
認
書
類
の
写
し
の
添
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

※【
本
人
確
認
書
類
の
例
】　

例
１　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

例
２　

通
知
カ
ー
ド 

＋ 

運
転
免
許
証 

な
ど

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
書
の
作
成
が
で
き
ま
す

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」（h

ttp
://w
w
w
.

e-tax.n
ta.go

.jp
/

）で
は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
該
当
項
目
を
入
力
す
る
こ

と
に
よ
り
、
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
、
贈
与
税
、
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
の
申
告
書
や
青
色
申
告
決
算
書
な
ど
が
作
成
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

宇
和
島
税
務
署　

住
所 

宇
和
島
市
堀
端
町
１
番
３
８
号

　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
５
１
１

宇
和
島
税
務
署
か
ら

お
早
め
に
春
の
確
定
申
告

お知
らせ

写真提供：ＮＨＫ
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あいなん音故地新
あいなん物産探訪

「人生は一度きり」−あいなん音故地新−
　先日、知り合った女の子に誘われて都内のライブハウスに彼女のライブを見に行った。20代前

半の彼女の歌にはキラキラと希望に燃える思いがみえた。“懐かしい…”。彼女と同じ歳くらいの

自分の姿が重なった。

　ライブが終わって彼女が言う。歌をやめようかどうか迷ってるんだ、と。アルバイト代だけ

じゃやってけなくて苦しい、と。あたしは即答した。”じゃ、就職すればいいよ。”って。意地悪

で言うたわけじゃない。本当にそう思ったから。就職したって音楽は続けられる。音楽家の卵は

ちゃんとした職に就きながら音楽をする、ということに否定的。音楽への情熱がない、って思っ

てしまうんかな。プライドなんかな？きっと周りも“音楽は趣味なんや”って思うやろし。ギリ

ギリの生活の中で音楽をやり続けることが美学やったんよね。きっと彼女もそうなんやろう。

　夢を追うためには“生活”っていう土台が必要。周りにどう思われようが何を言われようが、

生き抜くことが大事。自分の美学を変えることができたら、もっと楽しく生き抜ける。“人生は

一度きり”母の口癖。なるべく笑っていきたいやん？10年後も彼女が歌を続けてくれたらええ

なぁ。

   （テノヒラkiku）

　しっかりとした食べごたえと、口いっぱいに
広がる甘さが特徴の甘平。愛媛県が開発した品
種で、生産地は県内に限定されている。食べご
ろは2月上旬で、収穫するまでに冬を越す必要
があるため、愛南町の温暖な気候が栽培に適し
ている。「この辺りは雪があまり降らないし、
風も強くないので条件が整っている」と説明す
るのは生産者の中山さん。
　中山さんが甘平の栽培を始めたのは7年ほど
前のこと。地元の農協を退職後、徐々に規模を
広げながら取り組んでいる。栽培の上での苦労
は多いが、特に降雨の有無や時期が重要で、甘

平は外皮が薄いため雨が少ないと皮が割れて
しまうそうだ。
　それほど気を遣う甘平を生産する最大の理
由は「自分が食べて美味しいから」。2007年
に品種登録されたばかりの新しい柑橘だが、
「独特の甘さや食感、美味しさが
知られてきた。これからも土づく
りにこだわりながら作りつづけた
い」と意欲を見せる。

 あいなん物産探訪 その⑥
――――――――――――――――

「甘
かん

平
ぺい

」
中山　孝

こう

二
じ

さん
（御荘平城）

アコースティックバンド「テノヒラ」のボーカル  愛南町出身の kiku さんが綴るふるさとエッセイ
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子どもたちの笑顔と
　子育てサポートをご紹介します。

●船越保育園　うめ・さくら組
外遊び大好き !寒さに負けず楽しんでいます。

●緑保育所
タイヤのお山、だーいすき !

子どもたちの笑顔と子育てサポートをご紹介します。

2月の子育てサポートご案内
はまゆう乳幼児保育所 地域子育て支援センター

「どんぐりの会」では
●サークル活動
　　月曜日 12:00～17:00
　　火・木曜日 8:00～13:00
●園庭・保育室開放
　　水・金曜日 8:00～17:00
●育児（電話）相談
　　月～金曜日 8:00～17:00
　　土曜日 8:00～12:00

問合せ

はまゆう乳幼児保育所内 ☎72-4328

9日㈭：親子クッキング

御荘子育て支援センター

「こあら」では
●サークル活動
　　月・水・金曜日 8:30～13:30
●園庭等開放
　　火・木曜日 8:30～13:30
●育児（電話）相談
　　月～金曜日 8:30～17:15

問合せ

御荘保育所内 ☎72-0598

3日㈮・17日㈮・24日㈮は、夢創造館で行います。
15日㈬の育児講座は「ピアノを聞いて楽
しもう」を御荘保育所遊戯室で行います。

「こぶたの広場」では
●育児相談・つどいと交流・各種ワークショップ
　　日～金曜日 10:00～16:00

問合せ

城辺甲2652番地　こぶたのお家（おうち）
※詳しくは「こぶた通信」に記載

7日㈫：『おはなし会』 10：30～
8日㈬：『ベビーマッサージ交流』 10：30～11：30
　　　乳児親子&妊婦（※要予約）
13日㈪：『石びな製作交流』 10：00～11：30
20日㈪・27日㈪10：30～
　　　プレげんき市こぶたWSプラザとなり
※2月より、こぶたの拠点がプラザじょう
へんからJA城辺支所跡に移転します。

御荘文化センター

「あいなん子育て応援グループ」では
●子育て（電話）相談

問合せ

生涯学習課内 ☎73-1111

9日㈭、23日㈭：13：00～15：00
その他の曜日は電話でお問い合わせください。



SAT

2

9

16

23

4

11

18

25

3

10

17

24

THU木曜日 FRI金曜日 土曜日

西海 B

城辺 A

城辺 B

城辺 C

大敷貞芳作業所、荒樫、魚神山
亀井作業所、油袋漁民センター、
旧川村光男作業所、兵頭郁生さ
ん宅前、旧内海支所、魚神山船
越・平碆・柏崎各集会所

内尾串駐輪場、上大道公民館、
広見・中川各コミュニティセン
ター、一本松・満倉・小山本村・
正木各集会所

武者泊消防車庫前、麦ケ浦バス
停裏、福浦駐在所手前、樽見小
学校跡、大成川・小成川・下久家・
久家各集会所

中泊埋立駐車場、西海支所、西
海保健センター、外泊・内泊・
船越・小浦・弓立・越田各集会
所

城の辺学習館、東海公民館、矢
の町第２・松本・蓮乗寺・敦盛
各集会所

僧都ふれあい交流館、緑基幹
集落センター、三島団地、愛
南町役場、山出・太場・豊田・
長野各集会所、中ノ谷・鼻共
同住宅横

中玉バス停跡、旧深浦漁協冷蔵
庫前、久良ふるさとセンター・
深浦公民館、小屋の浦・古月・
鯆越・脇本各集会所

馬場消防詰所横、和口町営住宅
駐車場、和口第二・馬瀬・深泥・
寺新町各集会所、節崎コミュニ
ティセンター

御荘菊川農村研修センター、御
荘文化センター、平山・長洲・
長崎・貝塚・八幡野各集会所

中浦漁村振興センター、御荘中
学校前、赤水コミュニティセン
ター、長月公民館、猿鳴・左右水・
尻貝・高畑各集会所

新聞・雑誌ダンボール等収集区分詳細

一般内科・救急病院連絡先のご案内

御荘 A

御荘 B

御荘 C

内海

一本松

西海 A

備考
１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
２．診療科目は内科系の救急患者とします。

犬・猫の引取り
については、決められた時間
内に、認め印を持って環境衛
生課又は各支所まで連れて来
てください。なお、飼い犬・
飼い猫の場合は有料（愛媛県
収入証紙が必要）ですのでご
注意ください。
※3月の引取日は、1日、8日、15
日、29日です。
問合せ

環境衛生課（TEL72-7316）

岡沢クリニック
御荘平城 TEL70-1511

福岡内科外科医院
一本松 TEL84-3600

県立南宇和病院
城辺甲 TEL72-1231

粉川ファミリークリニック
城辺甲 TEL72-2111

建国記念の日
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救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院新聞・雑誌ダンボール等収集

内海（3月の収集は9日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｂ（3月の収集は23日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｂ（3月の収集は3日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ｂ（3月の収集は17日）

育児相談「みるく広場」
●一本松保健センター
　9：30～11：00

育児相談「うみのこ広場」
●西海支所2階親子ふれあい交流室
　10：00～11：30

3歳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H25年11月1日～12月31日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

３月の主な行事予定
 1日（水）
 2日（木）
 3日（金）
 4日（土）
 5日（日）
　〃
　〃
 8日（水）

10：00～
9：00～16：00
4月3日まで　
10：00～15：00
10：00～15：00
9：00～12：00
8：30～17：00
12：30～16：00

県立南宇和高校卒業式
消費生活相談員相談日
だんだん雛祭り
第35回 全日本少年軟式野球大会南予地区予選
第35回 全日本少年軟式野球大会南予地区予選
第12回 愛南町スポーツ少年大会剣道競技
第48回 南宇和郡サッカー選手権大会
第36回 愛南町クロッケー親睦交流会

南宇和高校
本庁2階
外泊地区
内海グラウンド
内海グラウンド
一本松交流促進センター
南レク城辺多目的広場ほか
南レク御荘多目的広場

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

愛南町水産フォーラム
●御荘文化センター
　14：00～17：00



ご家庭の
行事や用事の
メモとしても
ご利用ください。
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救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）粉川ファミリークリニック

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）岡沢クリニック

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）福岡内科外科医院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：30

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：30

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：30

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｃ（3月の収集は7日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ａ（3月の収集は15日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ａ（3月の収集は21日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ａ（3月の収集は1日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｃ（3月の収集は27日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

一本松（3月の収集は13日）

育児相談「みなみっ子」
●御荘夢創造館  9：30～11：30

乳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H28年6月16日～8月31日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

5歳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H23年12月1日～H24年1月31日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

育児相談「すくすく相談」
●城辺保健福祉センター
　 9：30～11：00

育児相談「げんきっ子」
●内海保健センター
　10：00～11：30

病態栄養相談
●城辺保健福祉センター
　13：30～15：30 ※要事前申込み

犬
●

●城●城
　 9：

２０１７年
平成２９年２月暮らしカレンダー

若者しごと相談会
●本庁2階
   13：00～15：30

うまいもん市inあいなん2017
●南レクロッジ前駐車場
　9：30～15：00

行政相談
●城の辺学習館ほか
　13：00～15：00

第12回 愛南町ふれあい健康マラソン大会
●御荘B&G海洋センター周辺コース
　8：45～12：30

愛南町親子映画会
ユニバーサルスタジオアニメーション
「ペット」上映　※入場無料
●御荘文化センターホール
　13：30開場（上映時間約90分）

第13回愛南町女子9人制
バレーボール大会
●西海体育館
　9：00～16：00

販売促進講演会
●御荘文化センター
   15：00～16：30
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第 12 回愛南町スポーツ少年大会
サッカー競技

12/11

　南レク城辺公園多目的広場ほかで「第 12 回愛

南町スポーツ少年大会サッカー競技」が行われま

した。開会式にはセルジオ越後さんも来場して激

励の言葉が述べられ、選手は日頃の練習の成果を

発揮してはつらつとプレーしました。

【大会結果は次のとおり（優勝、準優勝のみ掲載）】

1 部 A（6年生以下）

　優　勝　平城SC A

　準優勝　城辺少年サッカークラブ

1 部 B（6年生以下）

　優　勝　緑スポーツ少年団

　準優勝　東海スポーツ少年団

2 部 A（4年生以下）

　優　勝　城辺少年サッカークラブ

　準優勝　平城SC A

2 部 B（4年生以下）

　優　勝　緑スポーツ少年団

　準優勝　東海スポーツ少年団       

3 部（2年生以下）

　優　勝　一本松少年サッカークラブ

　準優勝　城辺少年サッカークラブ

1部 A　優勝
平城 SC A

バレーボールを通じて交流 !
1/15

　一本松交流促進センターで「第 12 回愛南女

子バレーボール交流大会」（6人制）が行われ、

中学生 5チーム、一般 5チームの計 10チーム

が参加し、競技を通じて交流を深めました。

【大会結果は次のとおり】

優勝　インティ御荘　　　準優勝　Passion

3 位（2チーム）内海中学校／ピクルス優勝　インティ御荘

1部 B　優勝
緑スポーツ少年団

3部　優勝
一本松少年サッカークラブ

2部 A　優勝
城辺少年サッカークラブ

2部 B　優勝
緑スポーツ少年団
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平成28年度愛媛県小学生
インドアソフトテニス選手権大会

11/26

　今治市営菊間緑の広場公園運動場総合体育館

で「平成 28 年度愛媛県小学生インドアソフト

テニス選手権大会」が開催され、本町からは予

選を通過した 10人が出場しました。

　選手は日ごろの練習の成果を存分に発揮、女

子の部で西村留
る

莉
り

・西田美
み

織
おり

ペアが優勝するな

ど活躍しました。

愛南町文化・スポーツ大賞
中道穂

ほ の か

香さんと福原丈
じょう

一
い ち

朗
ろ う

くんが
受賞

11/28

　全国大会で優勝するなど、すばらしい成績を

収めた人や団体の栄誉をたたえて、文化・スポー

ツの振興発展に役立てようと今年度創設された

愛南町文化・スポーツ大賞の表彰式が役場本庁

で行われ、スポーツ部門で中道穂香さん（南宇

和高校 1年）と福原丈一朗くん（平城小 4年）

が表彰状と記念品の贈呈を受けました。

　福原君は第 32 回わんぱく相撲全国大会小学

4年生の部で優勝してわんぱく横綱になるなど

の功績が、中道さんは 2016ジャパン パラ チャ

ンピオンシップ水泳競技大会 400m自由形 S9

クラスで優勝するなどの功績が評価されました。

　福原くんは「わんぱく相撲で 2連覇できるよ

うにがんばりたい」、中道さんは「受賞は光栄な

こと。えひめ国体では個人優勝と大会記録を狙

いたい」と話しました。

坂口正
まさ

芳
よし

さん（愛南町出身）がマスターズ陸上で世界一に

11/28

　11月にパース（オーストラリア）で開催された第 22回世界マスターズ陸上競技選手権大会で優勝

した愛南町出身の坂口正
まさ

芳
よし

さん（山梨県甲斐市在住）が愛南町役場を訪れ、清水雅文町長に優勝の報告

を行いました。

　坂口さんは、やり投げのM55クラス（55～ 59歳）に出場。5投目に 55m31を投げてライバルを

振り切りました。表彰台に上がって君が代を聞いたときには「とても感動した」といいます。

　山梨県の選手権大会では 23連覇中の坂口さん。「今後の目標はM60クラス（60歳～ 64歳）で世

界記録を更新すること。あと5年しっかりトレーニングをして世界に挑戦したい」と力強く語りました。
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愛
は
南
か
ら 

―

強
い
思
い
が
快
走
支
え
る

愛
媛
中
学
駅
伝
競
走
大
会　

男
子
総
合
準
優
勝

御
荘
中
学
校 

男
子
チ
ー
ム

準
優
勝
の
快
挙

「
御
荘
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
、
準
優
勝
で

す
!
」

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
そ

の
雄
姿
を
見
守
っ
た
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

11
月
20
日
に
新
居
浜
市
東
雲
競
技

場
で
行
わ
れ
た
愛
媛
中
学
駅
伝
競

走
大
会
で
御
荘
中
学
校
の
男
子
チ
ー

ム
が
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
84
校

か
ら
男
子
79
チ
ー
ム
、
女
子
75
チ
ー

ム
が
出
場
す
る
大
会
に
あ
っ
て
、
前

回
大
会
の
5
位
か
ら
さ
ら
に
順
位
を

上
げ
て
準
優
勝
の
快
挙
を
成
し
遂
げ

た
御
荘
中
学
校
男
子
チ
ー
ム
。
監
督

を
務
め
る
芝
吉よ

し

行ゆ
き

先
生
は
「
各
校

の
エ
ー
ス
級
が
そ
ろ
う
1
区
で
、
主

将
の
橋
岡
が
想
定
よ
り
早
く
来
て
く

れ
た
。
そ
れ
で
レ
ー
ス
展
開
が
楽
に

な
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

全
員
が
自
己
ベ
ス
ト
!
成
長
見
せ
る

　

チ
ー
ム
に
は
、
前
回
大
会
を
経
験

し
た
選
手
が
4
人
残
っ
て
い
ま
し

た
。
芝
先
生
は
「
悔
し
い
と
思
う
気

持
ち
か
ら
『
来
年
は
自
分
が
や
る
ん

だ
』
と
い
う
自
覚
が
芽
生
え
た
」
と

い
い
ま
す
。
強
い
思
い
が
快
走
を
支

え
、
今
大
会
で
は
全
員
が
自
己
ベ
ス

ト
を
更
新
し
て
、
成
長
し
た
姿
を
見

せ
ま
し
た
。

町
に
暮
ら
す素敵

な
人
た
ち
を
紹
介
し
ま
す

愛媛中学駅伝競走大会 男子総合準優勝の御荘中学校　駅伝男子チーム
後列左より
　芝吉

よし

行
ゆき

先生、山本剛
たか

大
ひろ

くん、白石幸
こう

誠
せい

くん、杉本凌
りょうが

河くん、中川大
だい

智
ち

くん、山本大
たい

愛
と

くん
前列左より
　阿部虎

こ

治
じ

朗
ろう

くん、西川縁
えにし

くん、橋岡駿
しゅんご

吾くん、菅原黎
れい

くん、後藤大
や ま と

和くん

駅伝チームには、
陸上以外の部活
をしている選手
もいます。その
ため練習は短い
時間の積み重ね。
芝先生は「中学
駅伝を経験して、
走るのが楽しい
という気持ちが
残ればいい」と
いいます。

　

主
将
の
橋
岡
駿
し
ゅ
ん

吾ご

く
ん
（
3
年
）

は
「
1
、2
年
生
の
頃
は
や
ら
さ
れ

て
い
た
感
じ
が
あ
っ
た
け
ど
、
3
年

生
に
な
っ
て
か
ら
走
る
こ
と
の
楽

し
さ
が
わ
か
っ
て
き
た
。
狙
っ
て
い

た
優
勝
は
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、
み

ん
な
で
支
え
合
っ
て
練
習
で
き
た
の

で
、
う
れ
し
い
気
持
ち
の
ほ
う
が
大

き
か
っ
た
」と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

駅
伝
チ
ー
ム
の
結
成
は
5
月
頃
。

準
優
勝
を
経
験
し
た
メ
ン
バ
ー
を
中

心
に
今
年
も
御
荘
中
学
校
駅
伝
チ
ー

ム
の
挑
戦
が
続
き
ま
す
。
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　如
月

※上記情報は、広報誌掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

愛
南
文
芸

篠
南
川
柳
会

　
「
読
む
」

　
読
む
事
と
考
え
る
事
ボ
ケ
防
止
　

も
っ
ち
ゃ
ん

　
読
む
事
は
苦
手
な
ん
だ
が
口
達
者
　
　

さ
つ
き

　
本
読
み
は
眠
り
ぐ
す
り
か
す
ぐ
に
効
く

安
子

　「
長
生
き
し
て
」と
何
度
読
ん
だ
孫
の
文
　

す
み
子

読
め
る
け
ど
書
け
な
い
事
に
老
い
を
知
り

千
代
子

ミ
ス
テ
リ
ー
必
ず
最
後
を
先
に
読
む

木
本

「
月
」

　
手
も
足
も
月
賦
も
き
か
ぬ
年
に
な
り

国
松

　
あ
の
月
が
潮
う
し
お
を
引
っ
張
る
押
し
戻
す

芝
田

　
月
一
度
句
会
は
花
咲
く
憩
い
の
日
　

ゆ
き
子

　
月
ご
と
に
可
愛
い
写
真
カ
レ
ン
ダ
ー

ち
ず
る

　
し
み
じ
み
と
偶
数
月
が
あ
り
が
た
い

保
美

菊
川
俳
句
会

　
風
花
の
襷
繰
り
上
げ
の
号
砲
　
　

浅
野
勇
一
郎

　
穏
や
か
な
新
春
迎
え
手
を
合
わ
す
　

長
田
　
高
明

少
な
め
の
お
せ
ち
肴
に
お
屠
蘇
酌
む

長
田
千
恵
美

　
受
験
子
の
新
た
な
夢
や
明
の
春

小
野
山
シ
マ
子

　
独
居
に
も
棚
飾
る
か
な
餅
が
花

鶴
川
　
裕
子

　
熱
燗
の
味
思
い
出
す
退
院
日
　
　

中
川
　
一
喜

　
姉
妹
し
て
古
き
写
真
を
見
る
師
走

村
尾
加
都
子

　
行
く
年
や
喜
怒
哀
楽
の
万
華
鏡

安
岡
留
美
子

さ
わ
ら
び
短
歌
会

　
あ
の
世
へ
の
始
発
駅
ま
で
遅
れ
て
よ
し
道
草
楽
し
み
回
り
道
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澤
近
　
正
弘

　
日
を
追
い
て
つ
い
て
ゆ
け
な
く
な
り
そ
う
な
高
齢
者
の
定
義
も
七
十
五
歳
と
い
う
に
　
　
扇
野
八
代
生

　
枝
渡
る
め
じ
ろ
の
声
も
さ
わ
や
か
に
年
の
初
め
を
祝
う
朝
な
り
　
　
　
　
　

野
﨑
　
幸
子

　
日
を
追
い
て
義ぎ

歯し

に
も
い
く
ら
か
慣
れ
て
き
た
り
白
菜
漬
を
音
た
て
て
食は

む

松
本
マ
ス
子

　
長
ら
え
し
命
愛
し
み
此
の
年
も
謙
虚
に
生
き
よ
う
花
な
ど
を
詠
み

岩
村
千
代
子

　
お
通つ
う

夜や

を
す
ま
せ
て
帰
る
花
の
道
霧
は
車
の
ウ
イ
ン
ド
ー
に
降
る
　
　
　

藤
井
　
　
擴

　
プ
ラ
ン
タ
ー
に
角つ
の

ぐ
む
く
れ
な
ゐ
の
花
の
芽
に
新
し
き
光
降
り
そ
そ
ぐ
朝

前
田
　
　
充

　
廃
屋
に
な
り
て
久
し
き
里
の
庭
に
皇
帝
ダ
リ
ア
の
高
々
と
咲
く
　

河
上
　
明
美

　
黄こ
う

葉よ
う

せ
し
蝋ろ
う

梅ば
い

日
毎
に
ほ
こ
ろ
び
て
華
や
ぎ
て
い
る
二
十
年
の
樹

前
田
　
昭
夫

三
ヶ
月
目
に
退
院
し
た
る
息
子
が
買
い
し
運
動
靴
も
並
ぶ
玄
関
　
　

木
本
　
清
子

気き

根こ
ん

張
り
広
ご
り
伸
び
し
ホ
ル
ト
の
樹
清
気
も
ら
ひ
た
り
新
年
の
朝

前
田

知
子

12月受付分（敬称略）

地区名 子の名 保護者

12月受付分（敬称略）

地区名 亡くなった方 享年

はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。
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世帯数 （± 0世帯）

●愛南町の高齢化率　39.6％

10,547   
22,570  人　口 （ー23人）

世帯

人

男 （ー6人）10,632  
11,938女 （－17人）

人

人

● 10 年前 同月の人口　27,335 人

～ぎょレンジャーダークの巻～

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地TEL（0895）72-1211 FAX（0895）72-1214
http://www.town.ainan.ehime.jp/

編集後記
　成人式を取材しました。晴れ着姿で友達
との再会を喜ぶ新成人の皆さん。その確か
な歩みと将来への思いが「二十歳の誓い」
に込められました。愛南町でがんばってい
る人も町を出てがんばっている人もいま
す。同世代のつながりは頼もしいもの。い
まはスマートフォンやソーシャルメディア
が普及して、離れていてもゆるくつながる
ことができる時代です。ふるさとを介して
つながり、将来はぜひ愛南という舞台で輝
いてほしいと思います。

愛南町の世帯数と人口 平成 29 年 1 月 1日現在

※（ ）内は前月比

Minamiuwa
青春！食育！

high school

南
宇
和
高
校
美
術
部
に
よ
る
愛
南
ぎ
ょ
レ
ン
ジ
ャ
ー
や
な
ー
し
く
ん
の
４
コ
マ
漫
画
を
掲
載
し
ま
す
。

　甘平の取材にお伺いしました。比較的新し
い品種の柑橘であるため、なじみのない方も
多いかもしれませんが、果肉がしっかりとし
ていて上品な甘さが特徴です。生産者の方が
食べごろという時期よりも一ヶ月前の取材で
したが、十分に甘く、旬の時期にはどれほど
の甘さになるのだろうかと期待してしまう味
わいでした。まだ生産量は少ないようですが、
河内晩柑や甘夏、ポンカンなど多種多様な柑
橘が生産されている愛南町において、新たな
特産品になればと思います。

制作：南宇和高校美術部　武久 杏
り

緒
お

さん

YW

※（ ）内は前月比

それいけ

愛南ぎょレ
ンジャー

南宇和高校
2年：飯田 雛
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～ペットボトルで飲むゼリーと簡単ゼリー編～

【作り方】
○材料○　サイダー（常温）150㎖、ゼラチン小1、レモン汁小1

①空のペットボトルの中に材料を入れて、5～ 6時間冷やす。

②ペットボトルを振り、ゼリーを少し崩し、そこに市販の飲むゼリー
などを加え、混ぜてストローで食べます。

【感想】
　今年の南宇和高校の文化祭の展示
では、歯にいい食べ物の紹介やクイ
ズなどを実施しました。手作りゼリー
の展示も行いましたが、その中で、
「オモシロ食感ペットボトルで飲むゼ
リー」には興味を持って見てくれる
人がたくさんいました。見ていただ
き、ありがとうございました。

左：菅原さん、右：池田さん

左：田上さん、右：飯田さん

～

【【【【【【【【【【【【

文化祭での展示の様子

ペットボ
トルで作
るサイダー
ゼリー

左から本多さん、德永さん
～フィッシュDEブランチ～
　休日には、ゆっくりと魚介を使った朝食を楽しみませんか？第4回のう
みらいくキッチンは、講師にナチュラル工房 la vita の梁瀬誠一郎さんを
迎え、おしゃれな洋風ブランチに挑戦！この機会にハイセンスな美味しい
魚料理を作りましょう！
日　　時：2月25日㈯　10：00～13：00
内　　容：魚介を使った調理実習、試食
募集人員：12名（先着順で定員になり次第締め切り）
場　　所：うみらいく愛南（旧西浦小学校：内泊25番地1）
準 備 物：エプロン、三角巾　　参 加 料：500円
申し込み：うみらいく愛南　TEL 73-7120

うみらいくキッチン！


